
研修期間

おすすめ
ポイント

コース No.10

2025年

8月2日（土）～8月24日（日）
1,000,800円研修旅行代金

英語力中級以上の方必見！ロンドンでさらなる高みへ

ユニバーシティカレッジロンドン

イギリス　ロンドン
英語研修

23日間

★ 世界大学ランキングトップ10入り常連校でのプログラム
★英語力４技能を徹底的に鍛えながら、アカデミックな英語に触れる
★ ロンドンの歴史的スポットを巡るリサーチプロジェクトも充実

※国内空港施設使用料および外国諸税、国際観光旅客税は含みません。
※最少催行人数に達しない場合も研修が実施できる場合がありますが、研修旅

行代金が増額となります。その場合、改めて代金を示し参加の意向を確認します。

■ 募集要項
最少催行人数／
 最大募集人数 10名／15名

対象語学レベル 英語力中級～上級
（IELTS 5.0-7.0、TOEFL iBT 45～109、TOEIC 600～850、英検２級以上）

宿泊先 学生寮（個室利用予定）
食事 なし
同行員 添乗員・教職員の同行なし
利用予定航空会社 シンガポール航空など

査証 日本国籍の場合、ETA 取得（各自にて手続き）
※日本国籍以外の方は各自で確認し取得

旅券必要残存有効期間 日本国籍の場合、日本帰国時
（2025年8月24日以降）まで有効なものが必要

履修単位数 １単位

【注意事項】
※乗継国であるシンガポールでは、乗継時であってもビザ（査証／トランジットビザ／電

子渡航認証等）の申請が必要な場合があります。ご自身の国籍等の条件を確認のうえ、
必要に応じてご自身で申請してください。

＜語学スコア＞
※ 留学先機関が定める語学要件を満たすスコアの提出が必要です。もしスコアを提出でき

ない場合、現地大学から試験を求められる可能性があります。また、試験の結果次第で
はプログラムに参加できない場合があります。

※留学先機関に提出するエッセイによって参加を推奨されない可能性があります。
※ 現地が指定している語学スコアレベルに当てはまらない場合、留学先機関の判断により

参加できない可能性があります。予めご承知おきください。
＜その他＞
※現地規定により、英語ネイティブスピーカーの方はご参加いただけません。
※現地規定により、大学院生はご参加いただけません。

研修旅行代金に含まれるもの
研修費用・宿泊費／課外活動費（参加任意のものを除く）／日程表に記載
したエコノミークラス利用海外往復航空券／現地空港と研修先または宿泊
先間の往復送迎費／早大プログラム開発運営費／企画料金（P.35記載の取
消規定はこの企画料金を基準とします。）
※企画料金は105,080円と定め、研修旅行代金に充当します。

研修旅行代金に含まれないもの
上記の他は含まれません。その一部を例示します。
超過手荷物手数料／海外旅行保険／日本国内の交通費・食費・宿泊費／通
学費／プログラム期間中の食費／課外活動費（参加任意のもの）／ETA申
請料／その他個人的生活諸費用／国内空港施設使用料（2,950円）、外国諸
税（34,120円）、国際観光旅客税（1,000円）
※国内空港施設使用料、外国諸税、国際観光旅客税は2025年1月31日現在
のもので予告なく変更となる場合があります。これらの費用は最終確定金
額として研修旅行代金と併せてお支払いいただきます。

都市
豊かな芸術や文化に恵まれた世界都市ロンドンでは美術館、博物館、コンサート、ミュー
ジカル、オペラやバレエなど多様な分野の芸術を楽しむことができます。地下鉄やバスな
どの公共交通機関も発達しており、市内やロンドン近郊へのアクセスも良好です。また、
複数の特別地区から構成されるロンドンの街は、地区ごとに歴史、文化、住民構成などが
異なり、多様な魅力に触れることができます。

留学先
ユニバーシティカレッジロンドン（UCL）はロンドン大学を構成するカレッジのひとつで、 
イギリスにおいて初めて人種・階級・宗教等の区別なく全ての学生に広く門戸を開いた総
合大学です。世界大学ランキングでも常に上位に名を連ねています。在学生の50パーセ
ント以上がイギリス以外の国の出身で、国際的でオープンな雰囲気が特長です。大英図書
館や大英博物館など世界的に有名な観光地や、ショッピングやミュー ジカルが楽しめる
Londonʼs West Endなどが徒歩圏内にあり、ロンドン生活を存分に満喫することもできます。

プログラム
●参加者の主な出身国・地域：日本、中国、ヨーロッパ諸国など
●平均的な参加者数：50〜100名　●１クラスあたりの人数：９〜15名
コミュニケーション能力の向上に焦点を当て、読む・書く・話す・聞くという英語の４技
能の向上を目指します。授業の一環として大学内外でのリサーチを含むプロジェクトに取
り組んだり、過年度のプログラムではUCL学生とともに、Lyceum TheatreやTate Britain 
Art Gallery等のロンドン周辺にある文化的・歴史的な場所を訪れました。また、アカデミッ
クな講義に参加し、その後トピックに関するディスカッションを行う機会もあり、アカデ
ミックな英語スキルも鍛えられる３週間です。

日程表
日 都市 予定

１
羽田
もしくは成田

午後
羽田もしくは成田発、乗継便（シンガポール経由）にてロンドンへ
 機中泊

２
ロンドン 午前　ロンドン到着

到着後、送迎車にて研修先または宿泊先へ移動
 学生寮泊 

３
↓
21

ロンドン プログラム参加
10：00〜11：30 クラス（英語）
11：30〜11：45 休憩
11：45〜13：00 クラス（校外学習準備）
13：00〜14：00 ランチタイム
14：00〜 課外活動

※ スケジュールは一般的な例で日により異なります。  
過去のスケジュールの場合もあります。

※３〜21日目は研修旅行取扱会社「無手配日」です。
 学生寮泊

22
ロンドン 送迎車にて空港へ移動、各自チェックイン

午前　ロンドン発、
乗継便（シンガポール経由）にて羽田もしくは成田へ
 機中泊

23
羽田
もしくは成田

午後
羽田もしくは成田到着
到着後、解散

・上記のフライトスケジュールは利用予定航空会社の例です。
・現地でのスケジュールは留学先機関、天候等の諸事情により一部変更となる場合があります。
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Course structure 
 
 
 
 

Academic 

Classes are taught in small groups with an average of 14 students per class. 

Teaching takes place from Monday to Friday, with morning classes covering: 

 English language lessons 

 Visit preparation 

 Research project 

 Presentation skills 

 Report writing 

You will have an average of 15 study hours per week (a UCL study hour is 50 minutes). 

Afternoon visits make up the remainder of the contact hours. 

 

 


